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○生薬中の有機リン系農薬の分析と実態調査
　姉帯正樹，佐藤正幸
　合田幸広編，厚生労働科学研究費補助金（厚生労働科学特別研究事業）「生薬中の農薬分析に関する研究」平成15年度
　総括・分担研究報告書，国立医薬品食品衛生研究所，東京，平成16年3月，pp．19－50
　生薬11品目121検体について有機リン系農薬の残留調査を行った結果，5品目31検体から8種類の有機リン系殺虫剤
　が検出された．部位別に見ると，果皮を含む果実及び葉部，根皮を含む根部の順に検出率が高かった．
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○カキ養殖海域におけるノロウイルスの定量的定点観測について
　福田伸次1＞，渡辺　節2》，植木　洋2），吉澄志磨，安藤克幸3），篠原美千代4），大瀬戸光明5），山口　卓6），秋山美穂6），西
　尾　治6）
　西尾　治編，厚生労働科学研究費補助金（食品・化学物質安全総合研究事業）「食品中の微生物汚染状況の把握と安全
　性の評価に関する研究」平成14年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成15年3月，pp．43－55
　全国のカキ養殖海域のうち，5海域25地点について，ノロウイルス（NV）汚染状況の調査を行い，海水とカキの経
　時的なNV定量及び筏部位別にみたカキのNV定量の調査結果について報告した．
　1）広島県保健環境センター，2）宮城県保健環境センター，3）佐賀県衛生二業センター，蔭）埼玉県衛生研究所，‘慶媛県立衛生環境研究所，6）国立感染症研究所
0海水とカキにおけるノロウイルス汚染状況に関する研究
　吉二二磨，西尾　治1）
　西尾　治編，厚生労働科学研究費補助金（食品安全確保研究事業）「食品中の微生物汚染状況の把握と安全性の評価に
　関する研究」平成15年度総：括・分担研究報告書　平成13～15年度総合研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成
　16年3月，pp．110－117
　北海道の一閉鎖海域に3つの定点を置き，海域への流入下水，海水及びカキにおけるNV汚染状況を，経時的に調査
　した．それぞれの検体中のNV量の測定及び検出されたNVの遺伝子型から，閉鎖海域のNV汚染が流入下水の影響
　を受けることが示された．
　1）国立感染症研究所
○北海道・東北・新潟ブロックにおけるパルスフィールドゲル電気泳動法（PFGE）の施設問差
　長野秀樹，木村浩一，駒込理佳，若森吉広，武士甲一
　渡辺治雄編，平成15年度厚生科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）「食品由来感染症の細菌学的疫学指標の
　データベース化に関する研究」総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成16年3月，pp．28－57
　細菌性感染症の広域化を未然に防止することを目的として，PFGEを基礎としたネットワークの構築が進められてい
　る．北海道・東北・新潟ブロックではPFGEの技術水準の向上のため精度管理を実施し，解析手法についても検討し
　た．
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○ストレス関連遺伝子のDNAマイクロアレイによる網羅的解析に関する研究
　加藤芳伸，鈴木智宏，孝口裕一
　北海道立衛生研究所（加藤芳伸）編，平成15年度報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成16年3月
置酸化ストレスを負荷した培養細胞における遺伝子発現をDNAマイクロアレイを用いて網羅i的に解析した．遺伝子発現
　解析の結果，酸化ストレスによる負荷は細胞内情報伝達系の遺伝子発現に強い影響を及ぼしていることが明らかになつ
　た．
○伝統的な茶の風味成分の解析と分類
　加藤芳伸
　平成15年度文部科学省科学研究，平成15年度分担研究報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成16年3月
　日本の栽培チャ31品種をAFLP－PCR法を用いて識別することを試みた．　Eco　RI－ACAとMse　l－CTGのプライマー
　セットを用いることによって31品種を識別できることを明らかにした．
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O地域における地方衛生研究所の健康危機管理のあり方に関する研究
　加藤芳伸，鈴木智宏，孝口裕一
　平成15年度厚生労働省科学研究，平成15年度分担研究報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成16年3月
　遺伝子組換え体が含有されているダイズより製造された豆腐について組換えDNAの定量を行った．検査試料の組換え
　DNAの混入率はそれぞれ0％，1，4％，3．0％であることを明らかにした．
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